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「学生とシニアとの対話」in 北海道

基調講演

「原子力の今後の課題にどう対応していくか」

平成２１年７月２４日、（於）北海道大学

ＳＮＷ運営委員： 林 勉
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本日お話する内容

１．国内の課題
・ 地球温暖化とピークオイル問題
・ 温暖化対策、中期目標に対する原子力の役割
・ 今後の原子力政策
・ 原子力発電の安全と安心

２．世界へ進出する課題
・ 世界の新規建設計画
・ 世界原子力メーカーの再編成
・ 世界に進出する上での課題

３．シニアの思いと皆さんへの期待
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地球温暖化の実態

温度上昇実績

世界：１００年で ０．６７度C

日本：１００年で １．１０度C

IPCCの警告

・今後の予測（20→21世紀末）

世界： １．６～４度C

日本： ２～３度C

・地球の破滅的状況を避けるため

には。世界中で温暖化ガス）の

抜本的排出削減に取り組むべき
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・世界の石油生産総量の８５～９０％はの巨大油田

から生産

・巨大油田の発見は１９６０年がピーク１２０箇所

・中国・インド等人口超大、新興国等の需要拡大

安くて豊富な化石燃料時代の終焉

・最近の１０年間は巨大油田の発見は殆どない

石油

天然ガス

ピークオイル問題を認識しよう

・わが国の一次エネルギーの自給率４％、

原子力を国産として約２０％

・エネルギーと環境両面の対策が必要
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温暖化対策中期目標

わが国のGHG（温室効果ガス）削減の国際約束

・１９９７年１２月、COP3（京都）

削減目表：１９９０年比でー６％（２００８～２０１２年）

・２００８年７月、洞爺湖サミット（議長：福田首相）

削減目標：２０５０年で世界全体で５０％削減

（先進国は６０～８０％削減の理解）

わが国の政策

・中期目標（２０２０年）の国民的合意形成→２００５年比

－１５％に決定

・２００９年末コペンハーゲン会議（COP15)での国際的中期目

標策定にどう対応できるか
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わが国の中期目標６つの選択肢

問題点

・産業界は選択肢①

の対策でも精一杯

との意見広告

・環境政策者は

選択肢⑥を主張

・麻生総理は、中間を

取って選択肢③＋１％

２００５年比ー１５％

今後のわが国の環境

エネルギー政策を決

定付ける重要な岐路
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地球温暖化対策
中期目標に於ける原子力の役割

GHG15％削減の内訳

原子力発電

４７％

中期目標

・２００５年ＧＨＧ排出量

１３億６，０００万トン

・２０２０年目標、１５％削減

２億４００万トン

削減目標：２億４００万トンの内訳

注記：ＧＨＧ排出量

温暖化ガス（ＣＯ２換算）排出量

出典：小野氏試算による。
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２０５０年のエネルギー需給の姿

一次エネルギー供給の推移 電源構成の推移

日本エネルギー経済研究所、資料



9

今後の原子力政策（経済産業省 2009年6月18日）

低炭素電源の中核たる原子力の更なる推進に向けた決意と具体策

・原子力発電の活用なくしては、エネルギー安定供給はもちろん、地球温暖化

問題への対応はおよそ不可能である。

・「2020年をめどに原子力を始めとする『ゼロ・エミッション電源』を50%以

上とする」

・原子力発電比率を、2020年時点で40%程度とする必要がある。

１．既設炉の高度利用：

設備利用率の向上や出力の向上など

２．新増設・リプレースの円滑化
2018年度までに運転開始が予定されている9基の新増設を着実に進める。

３．核燃料サイクルの推進
六ヶ所再処理工場の操業,使用済燃料の貯蔵施設の整備

プルサーマル計画の推進,高速増殖炉開発の推進

高レベル放射性廃棄物処分事業の推進

４．国民との相互理解促進

５．地域共生

６．国際的課題への対応

具
体
策

決
意
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東洋大学、災害情報研究会

日本人の安全観（２００４・３）、原子力関係者から見た「原子力のリスクコミュニケーション」（２００７）

専門家と一般人の意識の差

安心

何となく安心

何となく不安

不安

その他

専
門
家

科学的安全性→安全性への認識

安心・不安感情

一
般
人

科学的安全性

安全性への認識→安心・不安感情

原子力発電に対する安心・不安

アンケート調査

原子力関係者

一般人

原子力発電の安全と安心－１
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研修の狙い
・原子力に対する不安の軽減・ 解除。

・原子力には大きな期待が寄せられ

ていること。

・やりがいのある仕事であること。

安心 何となく安心 何となく不安 不安

研修前 １１ ２８ ８ １

研修後 ４１ ７ ０ ０

話の内容
１．原子力エネルギー利用の歴史
２．なぜ原子力が重要か？
３．原子力ルネッサンス
４．原子力発電の安全はどう確保して
いるか

５．原子力の光と影
６．原子力発電の安心と不安
７．原子力業界にたずさわる者の役割

原子力発電の安全と安心ー２
（東北電力女川原子力発電所、新入者対話研修）
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２００８→２０３０新設計画

１２６ＧＷ（１００万Ｋｗ、１２６基）

・中国：４０ ・ロシア：２０ ・北米：１９

・印度：１６ ・韓国：１３ ・日本：１０

世界の新規建設計画
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世界の原子力メーカーの再編成



14

国際展開する上での課題
（原子力部会、平成２１年２月検討事項）

１．新規導入国等への支援

・政府の体制整備 ・原子力損害賠償制度の整備

２．先進原子力利用国との連携

・核燃料サイクルの安定的推進 ・安全規制分野での国際協力

３．核燃料の安定確保と核燃料サイクル関連産業の強化

・フロントエンド産業への対応 ・濃縮／再処理事業への対応

・核燃料不拡散対応／核燃料供給保障体制の構築への貢献

（天野次期IAEA事務局長編期待）

４．わが国の原子力関連産業の競争力強化と国際展開

・メーカーのみでは対応できない問題への国の支援／電気事業者との連

携の対応整備

・次世代軽水炉の開発促進と市場への投入タイミング

・メーカーを支える産業群への政策的支援

・人材育成
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シニアの思いと皆さんへの期待

シニアの思いと反省～単純社会での対応
・わが国のエネルギー政策として原子力の

健全な推進が必要欠くべからざるもの

・トラブルから学び改善策の徹底

・原子力村の意識が強く、国民的視野の不足

皆さんへの期待～これからは複雑社会での対応
・国民の受容性向上にどう対応すべきか

・原子力発電の世界的拡大と核不拡散対応

・わが国の技術力の国際的貢献

・世界市場での優位性確保策の展開

課題は大きく複雑：

これらに打ち勝つ若い力に期待する


